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ICT活用のポイント

学習の流れ 全６時間（本時１／６）※ …効果的なICT活用の場面

導入 展開 まとめ

①問題場面から課題
を捉える。

「４人が1人１回ずつ走る」
「走る順序を調べる」時に、落
ちや重なりが出てくることがあ
ることに気付く。

②解決の見通しをもつ。
規則的に考えること、1つずつ
確認していくこと、図を使うこ
とのよさをつかむ。

③自力で課題を解決する。

ノートに自分の考えを書き、カメラ
で撮影し、クラウドへ提出する。

④考えを共有する。

クラウドへ提出された友達のノート
を見て、自分の考えと比べる。発表
者は、電子黒板にある自分のノート
を使って説明する。

⑤解決の結果について話
し合う。

図や表を使うよさを確認した後、樹形図
を書き、樹形図で調べることのよさに気
付く。

⑥本時の学習を
まとめる。

⑦本時の振り返
りを行う。

算数ファイルの振り返り
シートに本時の振り返り
を書く。

←「SAGA Eコネクト」サイトではたくさんの事例を紹介しています。
https://www.saga-high-school.jp/e-connect/

初任者研修及びスーパーティーチャーによる1人1台端末を
活用した授業公開

【めあて】
『落ちや重なりがないよ
うに調べる方法を考えよ
う。』

児童は１人１台端末のカメラ機能で自分の考えを書いたノートを撮影し、クラウ
ドに提出する。クラス全員が提出したノートは電子黒板に映し出され、お互いの
考え方を比較したり共有したりすることができる。

【まとめ】
『図や表を使って、
順序よく調べると、
落ちや重なりがな
いように調べるこ
とができる。』
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【授業参観者の感想より】
・ICT活用をメインで考えるのではなく、活用できる場を探して、より良い授業になるように私も
やっていきたいです。
・授業後の松田先生による指導事例紹介では、CanvaやPadletについて教えて頂き、自分も使って
みたいと思いました。

展開③【１人１台端末】
ノートに自分の考えを書き、カメラで撮影し、クラウドへ提出する。

展開④ 【１人１台端末】【電子黒板】
・クラウドへ提出された友達のノートを見て、自分の考えと比べる。
・発表者は、電子黒板にある自分のノートを使って説明する。

電子黒板上のマー
カーで印をつける
ことができるので、
自分の考えを分か
りやすく説明する
ことができる。

教師は、発表者と違う考えの児童のノート
を電子黒板に提示し、落ちや重なりがない
かをクラス全体で確かめ、落ちが３つある
ことを児童に気付かせることができた。

その後、順序良く調べるとよいことを児童
から引き出すことができた。

児童はたくさんの友達の
考えを端末で見ることが
できる。
（「３通りだよ！」「３通り
じゃない！」「３通り以上ある
よ！」などと白熱した議論が交
わされていました。）


